










特発性ネフローゼ症候群に対するシクロスポリン A(以下 CyA)の有効性について検討を行

った。その結果,CyA使用のネフローゼ症候群 7例中,臨床的に 5例に有効,2 例に無効であ

った。CyA 有効例では治療中に,末梢血中単核球のインターロイキン 2(IL-2)産生と IL-2

レセプター(IL-2R)の発現が抑制されたが,IL-2 反応能は逆に増強した。また,比較検討を

行ったメチルプレドニゾロン・パルス療法でも IL-2産生,IL-2R 発現,1L-2 反応能の全てが

ジクロスポリンと同様の傾向を示した。 


